
　新旧集まる混沌の新京極商店街。今年迎えた
開通150周年を記念し様々な取り組みが行われ
ています。今回は新京極商店街の理事長である
岡本さん､150年記念事業実行委員会の副委員
長をされている西澤さんに､今行われている事
業や､取り組みを通した商店街全体への思いを
お伺いしました。

ー新京極商店街はどんな場所ですか？

岡本さん　京都の通りの中でも歴史が浅く、「新
しくできた京極」として「新」の名がついてい
ます。その名の通り新しいものが常に入り続け
ており、新しい店も老舗も混沌と存在していま
す。自分のライフスタイルとマッチするものに
出会える奥行きがある、まるで「大人のアミュー
ズメントパーク」のような場所なんです。

西澤さん　寺町京極が元々お寺の入り口で、新
京極はお寺の境内でした。境内で行われていた
マルシェのようなものが常設される形で発展し
たんです。元々エンターテイメント性が強く、
当時から演劇や射的のような出し物が並んでい
て、何かを買うより遊びに行く場所でした。

ー賑やかな多様性のある商店街なんですね。

開通 150周年を迎え行われている取り組みを
教えてください !

西澤さん　若い者がなろう、ということで、若
手の自分がこの事業のイベント企画や広報を担
当しています。ロゴ制作、アーケード屋根や看
板などハード面の工事、150年の歴史を冊子に
まとめたり。定期イベントも 150 周年に絡め
たり、花街から舞妓さんをお呼びして「新京極
華をどり」を催したりしました。この場所のエ
ンターテイメント色を守り、「新京極行ったら
おもろいやん」と思っていただきたいんです。

岡本さん　コロナで派手にできないけれど、何
かイベントを催す度、理事会と協力員さんみん
なの手で一緒に設営して撤去しています。来ら
れたお客さんに喜んでもらうことが何より大
事 ! という共通認識のもと、 みんなで協力し
合って取り組む意識があるんです。

ーお客さんへの想いが伝わります。
今後の取り組みについて展望はありますか ?

西澤さん　今、京都府のプロジェクトで繋がっ
た学生がボランティアで広報活動をしてくれて
います。その学生が別の学生を連れてきて輪が

広がったり。SNSで清掃ボランティアを募集す
ると参加してくれた方もいました。近々サポー
ト団体も形成しようと思っています。私自身、
事業が忙しくてお店に手が回らないように、内
部の力だけで商店街は回りません。地域内外か
ら人を巻き込んで、みんなで一緒にこの商店街
を運営したいと思っています。

岡本さん　商店街のため協力員や理事になろう
と思う人を増やしたいです。メンバーがただ集
まるだけではなく、悩みも共有し合い相談しな
がら結びつくコミュニティである必要がありま
す。このためにも、若い人が中心となり、若い
人の思いが反映できる環境にしていかなくては
なりません。

　お 2 人共「常に何かやっている商店街にした
い」という言葉を口にされたのが印象的でした。
“お客さんを喜ばせることが商店街全体の喜び”
という共通認識のもと、課題に向き合い新しい
風を起こすために精力的に活動されており、ま
たそのサポートの必要性に向き合っている姿が
ありました。






